


事業報告書 

（令和 7 年 8 月 5 日から令和８年３月 31 日まで） 

 

（１）現況に関する事項 

【概況】 

日本国内において、電力価格については、本期間は総じて安定・低位で推移したもの

の、需給逼迫時には急騰するなど変動性も高く、特に LNG 価格の影響を受け短期的な

振れ幅が大きい状況でした。さらに令和 8 年 2 月末から 3 月にかけての中東情勢の悪化

によりホルムズ海峡が事実上封鎖され、原油・LNG 輸送の停滞を通じてエネルギー価格

の上昇を招くなど、世界の電力市場にも大きな影響を与えました。 

 

【事業の経過及び成果】 

このような不安定な情勢の中にあって、当社は、令和 7 年 8 月 5 日に、電力取引によ

って得た利益を地域のため及び脱炭素の取組推進のために活用することを目的として、

真庭市及び市内業者を中心とする 9 社の出資によって設立されました。 

当年度成果として、11 事業所 20 事業個所と契約し給電をすることができ、売上高

179,557 千円、商品仕入高は 175,738 千円となり、その結果、売上総利益は、3,819

千円となりました。販売費および一般管理費 1,867 千円、法人税等を引き当てた結果、

事業開始年度でありながら、当期純利益 1,439 千円を計上することができました。 

 

【設備及び資金の状況】 

社用車 ホンダ N VAN を１台 891 千円を購入しました。 

事務用パソコン HP ノート PC を 1 台 275 千円を購入しました。 

 

【今後当社が取り組むべき事項】 

事業初年度である当期におきましては、弊社の企業理念を理解していただける市内の

大口高圧電力需要家様との契約を獲得し、収益の増加を目指してまいりました。その結

果、売上・利益共に予想を上回り、黒字決算とすることが出来ました。来期におきまし

ては、当期の実績を踏まえ、引き続き市内の高圧需要家への営業活動を推進するととも

に、市の低圧公共施設へバイオマス発電の電力供給ができるよう関係機関との調整を進

めてまいります。 

 



（２）事業別売上高 

  

事業区分 金額 構成比 

電力小売事業の取次 179,557,579 円 100％ 

計 179,557,579 円 100％ 

 

 

 

（３）業績および財産の状況 

  

区分 第１期 

売上高 179,557,579 円 

経常利益 2,000,495 円 

当期純利益 1,439,158 円 

１株あたりの当期純利益 359 円 

純資産 41,439,158 円 

総資産 113,946,432 円 

 

  



会社の現状 

（１）株式の現状 

① 会社が発行する株式の総数                  10,000 株 

② 発行済株式の総数                       4,000 株 

③ 当期末株主数                          10 名 

④ 株主 

株主の名前 所有株式数（株） 割合（％） 

真庭市 2,040 51 

テス・エンジニアリング株式会社 360 ９ 

有限会社エコライフ商友 200 ５ 

昭和化学工業株式会社 200 ５ 

株式会社ちゅうぎんエナジー 200 ５ 

真庭環境衛生管理株式会社 200 ５ 

真庭木材市売株式会社 200 ５ 

真庭木材事業協同組合 200 ５ 

山縣電機工業株式会社 200 ５ 

ワイテック工業株式会社 200 ５ 

合計 4,000 100 

 

（２）従業員の状況 

 

 

 

 

（３）事務所 

名 称 所 在 地 

まにわっと電力株式会社 岡山県真庭市中島 143 番地 

 

（４）役員等 

役 職 氏 名 

代表取締役 建井 輝子 

監査役 山本 美智夫 

顧問 津風呂 雅彦 

 

区分 従業員数 平均勤続年数 

男子 1 人 1 年 

女子 ０人 ‐ 

計 1 人 １年 



会社の沿革 

令和 7 年(2025 年）8 月  まにわっと電力株式会社 設立 

 
















